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メキシコ金融政策（2023年2月）
市場予想を上回る0.5％ポイントの利上げを決定

1/1

2023年2月10日

（出所）メキシコ銀行、ブルームバーグ

インフレ圧力が想定以上に強いため、政策方針を変更

メキシコ銀行（中央銀行）は2月9日（現地、以下同様）に金融政策決定会合を開催し、全会一致で政策

金利を10.5％から11.0％に引き上げることを決定しました。利上げは2021年6月から14会合連続です。

0.5％ポイントの利上げを決定した前回会合の声明文で「次回会合ではまだ利上げを続ける必要がある

と考えている。その後、更に利上げする必要があるかどうか、また利上げ幅については、実勢に基づいて

評価する」と記されていたこともあり、市場では今会合での0.25％ポイントへの利上げ幅縮小や、早期の

利上げ停止が見込まれていました。しかし、サービス価格の伸びが再び高まり、9日に発表された1月のコ

ア消費者物価指数（前年同月比）が+8.45％と12月の+8.35％から加速したことで状況が変わったようで

す。今会合の声明文では「特にコア消費者物価指数の動向を考慮し、依然として複雑なインフレ環境に対

処するため、前回会合の利上げ幅を継続する必要があると判断した」と、0.5％ポイントの利上げが決定

された背景が説明されています。更に今後の方針を「次回会合では、利上げ幅を縮小することもあり得

る」としています。前述した前回会合時点の方針と異なり、利上げを続けることは既定路線のようです。

発表を受けてメキシコ・ペソは主要通貨に対して上昇しました。また、米国は既に利上げ幅を0.25％ポ

イントに縮小しているため、両国の政策金利差は今回の利上げ局面で最大となっています。こうした両国

間の大幅な金利差は、今後もメキシコ・ペソの下支え要因になると期待されます。

メキシコと米国の政策金利

（出所）ブルームバーグ

（2012年1月初～2023年2月9日）
（％）

メキシコの消費者物価指数

（実績：2012年1月～2023年1月）
（予想：2023年1-3月期～2024年10-12月期）
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※米国はFFレート誘導目標レンジの上限を使用
※いずれも決定日ベース

※実績は前年同月比、予想は前年同期比

※陰影部はメキシコ銀行のインフレ目標レンジ

メキシコ

銀行の予想

0

2

4

6

8

10

12

'12/1 '14/1 '16/1 '18/1 '20/1 '22/1

メキシコ 米国


